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開 発 ( 制 作 ) 年 度 ・ 期 間 

2017 年度 ・ 7 カ月 

（内訳）調査・基本調査：4カ月、施工計画立案：1カ月、施工準備、資材加工：2カ月、実施工：5

日 

 
開 発 ( 制 作 ) 学 生 数 

６名 

 

習 得 し た 技 能 ・ 技 術 

屋根修繕工事を進める為の実習プロセス（調査・基本計画→施工計画→施工準備→資材加工→実施

工）を整理し、各実習プロセスに必要な作業細目を把握した上で施工計画を立案し、計画に沿って自

らが施工を行いました。このことから、修繕工事において必要な施工管理技術、施工知識を習得しま

した。また、本実習において個々に与えられた役割を、決められた工期内にやり遂げる為に必要な「責

任感や計画性を持った行動力、持続性」、チームで協力し物事を達成する為に必要な「協調性」、よ

り良いものをつくりたいというものづくりへの「好奇心」を身につけることができました。 

開 発 （ 制 作 ） の ポ イ ン ト 

・既存建物に対する屋根の修繕工事ということで、既存建物の屋根下地（小屋束、母屋、垂木）をその

まま生かし、屋根仕上げ施工を行う為、既存建物にあった屋根仕上げ材の仕様や施工方法を検討しま

す。 

・工事対象の建物は工事期間中使用できなくなる為、工事期間を極力、短くする必要がありました。そ

して、工事は６名の学生のみで進めなければなりません。短期間に少ない人数で、かつ、安全に作業

を進める為の施工計画を立案する必要があります。 

・本制作実習では屋根建材の販売業者との相談、調整が必要となる。 

・品質管理については、材料の受け入れ確認の他、作業手順書を作成し、複数人で手分けして作業する

際も、同一の仕上がりになるよう検討する必要があります。 

 

 

 



 
 

訓 練 （ 指 導 ） の ポ イ ン ト 

・授業科目の施工実習においては、指導員が施工計画を立て、学生が施工する。本総合制作実習の一

番の成果は、学生自ら施工の計画を立案し、それに沿って施工を行い、事前に計画を立てることが、

いかに重要かを把握できたことです。約１年を通じて総合制作実習に取り組んできましたが、たっ

た数日間の実施工に対し、その計画立案に要した時間は膨大な時間でした。屋根修繕工事自体は小

規模な工事でしたが、施工計画の重要性を学生自身が認識することができました。この成果があっ

て、工期内に施工図通りに実習をすすめることができました。また、災害もなく安全に実習をすす

めることができました。 

・施工図作成の際、細部の納まりについては実際に使う原寸大の材料を手元に置き、考えさせました。

その結果、納まり詳細図の作成がスムーズに進み、また、材料の拾いや積算にも有効でした。 

・工程表作成の際、工事細目の作業時間を把握させる必要があった為、事前に工事で実施する作業を

体験させました。これにより、作業時間の把握と、作業に必要な工具の把握、作業中の危険有害要

因を把握させることができました。また、作業時間の短縮が必要な場合や安全作業に不安を感じる

場合などは、事前に改善を行いました。 

・安全面については、高所作業における安全対策を徹底しました。例を挙げると、既存屋根の撤去は

建物内部から部分的に撤去した後、建物内部に内部総足場を施工。既存屋根上部に作業者が上がっ

て、作業することが無いよう、転落のリスクを事前に低減し、作業手順を検討しました。 

 
開 発 物 の 仕 様 

工事概要 

項目 内容 

屋根の張替え 既存屋根（ポリカーボネート中空板）から新規屋根（鋼製折

板）へ張替える 

雨どいの設置 雨どいの新設 

 
使 用 機 器 

開発において使用した機器等（機器名・メーカー・型番） 

インパクトドライバー、ニブラ、バンドソー等の電動工具、枠組み足場 
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喫煙所屋根の雨漏り修繕工事を例とした施工計画・施工実習 
 
 

1. はじめに 
現在,わが校の本館南側に位置する喫煙所の屋根は

老朽化に伴い，雨漏りを起こしている．利用者からは，

改善を期待されており，本実習では，屋根の修繕工事

を行い，その成果物を大学校に提供し貢献する．また，

修繕工事の調査・基本計画から施工に至る一連の流れ

と施工管理手法を習得することを目的に取り組んだ．          

なお，修繕対象とした建物（図1）は平成16年度に

建築施工システム技術科の学生が開発課題で制作した

ものであり，その成果より「 SMOKERS'STYLE 

COMPETITION 2006」で表彰された非常に価値のあるも

のである． 
 

2. 実習概要 
図1に，工事概要および喫煙所の概略図を示す．ま

た，表1に，実習プロセスの作業細目および実施時期

を示す．まず，修繕建物の調査により雨漏り箇所を特

定し，修繕計画を立案した．その計画をもとに施工計

画では，使用する屋根販売メーカーと打合せをし施工

準備を行った．その後，施工計画書に沿って当該工事

の工程管理，品質管理および安全管理を明確にし屋根

の修繕を行った． 
 

3. 実習内容と作業詳細 
3.1. 調査・基本計画 
現地調査として，雨漏り箇所の特定とその原因につ

いて調査を行った．また，平成 16 年度喫煙所建築時

に作成された図面をもとに⑴，既存建物の形状や下地

の状況を調査した． 

既存屋根は，建築当初からポリカーボネート中空板

が使用されてきたが，5 年前にも屋根の劣化が原因で

張り替えを行っている．そこで，喫煙所の屋根に使用

する材料については，耐久性に優れた鋼製折板を採用

した．主な鋼製折板の種類として，重ね式折板，ハゼ

式折板，嵌合式折板が挙げられるが，以下4点を理由

に嵌合式折板を採用した． 

（1）美観に優れるボルトレスタイプ． 

（2）本体の施工方法は,タイトフレームに軽く踏み込

んで嵌合させることができ，専用工具が不要． 

（3）素早く施工可能で，工期の短縮ができる． 

（4）屋根販売メーカーとの地理的条件が良い． 

図 2 に，軒出および雨樋の納まり詳細図（水下側）

を示す．採用した折板屋根の構造耐力上の検討につい 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
図1 工事概要および喫煙所の概略図 

  （左：パース図 右：平面図） 

 
表1 実習プロセスの作業細目および実施時期 

№ プロセス 作業の細目 
作業月（月） 

6 7 8 9 10 11 12 

1 
調査・ 
基本計画 

①現地調査        
②修繕計画の立案        
③図面の作成        
④屋根仕上げの決定        

2 施工計画 

①施工図の作成        
②工事数量の確認        
③使用工具の確認        
④資材計画の立案        
⑤安全計画の立案        
⑥工程表の作成        
⑦工事の申入れ        

3 施工準備 

①施工体制の確認        
②資材の発注        
③足場資材の準備        
④資材の受入れ確認        
⑤使用工具の準備        

4 資材加工 ①資材の墨付け・加工        

5 実施工 

①足場の施工        
②既存屋根の撤去        
③屋根施工        
④足場の撤去        
⑤雨樋の取付け        
⑥検査        

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 軒出および雨樋の納まり詳細図（水下側） 
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建築科 総合制作実習 

① 既存屋根（ポリカーボネート中空板）を撤去

し，新規屋根（鋼製折板）へ張り替える． 
② 既存屋根下地は撤去せず，下地を新設する. 

③ 雨樋を新設する． 

工事概要 

 

ベース金具

鋼製折板

200

吊金具

既存母屋 既存垂木

398

（10mm～35mm）

軒とい出寸法
ベース金具間隔

軒とい

110

42

リップ溝形鋼

屋根勾配延長線

既存鼻隠し

23

既存小屋束

軒出寸法

150×22



 

ては，鉛直荷重と風荷重の2点について検討した．鉛

直荷重については，屋根販売メーカーが提示した製品

カタログの許容梁間を参照し，使用折板の断面性能に

よる曲げ，たわみについて許容範囲内であるか確認し

た．また，風荷重については，屋根周縁部に大きく作

用する為，軒出を山高の5倍程度以下にすることが望

ましいとあり⑵，風荷重の被害がないよう検討した．

修繕後の軒出寸法は，折板の山高が71 mmである為，

軒出を355 mm以下にし，かつ，既存鼻隠しに取り付

ける雨樋の出寸法を考慮し，200 mmとした． 
3.2. 施工計画 
図3に，意匠図を基に作成したけらば納まり詳細図

を示す． 
屋根の下地は，既存屋根の上に専用金具を使って容

易に屋根を新設する折板改修工法で施すことにした．

以下の2点を理由に折板改修工法を採用した． 
（1）万能嵌合金具が組み込まれたベース金具でリッ 
 プ溝形鋼を簡単に固定することが可能． 
（2）万能嵌合金具が組み込まれている為，ベース金 

具自体で最大15mmの不陸調整が可能． 
次に，建築物の施工管理上，最も重要な安全管理に

ついて述べる．図4および図5に，安全計画で作成し

た総足場断面図および総足場上の作業を示す． 
安全計画で検討した仮設足場計画では，建物外周に

枠組み足場を計画し，建物内部の総足場は屋根からの

転落事故を防止する為，床高さ 1800mm の総足場を

隙間なく配置した．これにより，屋根の修繕工事中は

屋根の上に上ることなく作業が可能となった．        
また，足場の点検チェックリストは正しく足場が施

工されたかを確認する為に作成し，活用した．その他，

作業手順書の作成や必要工具・資材の一覧を作成する

などして安全面に配慮した． 
3.3. 施工準備  
施工準備は，工程表を基に必要人員の割り当てを行

い，施工体制を確認した．また，必要資材の発注を行

い，納品された資材について数量や形状,品質に問題が

ないか，受入れ確認を行った． 
3.4. 資材加工 
 少人数での現場作業は，安全に効率よく進める必要

がある．そこで，事前に加工，組み立て可能なものは，

積極的に実施した．また，事前加工することで高所作

業を少なくした． 
3.5. 実施工 
屋根施工時は，作業前ミーティングを実施し，作業

工程及び作業内容を確認し，安全目標を共有した上で

作業を開始した．作業終了後には，翌日の工事に必要

な工具及び資材の準備を実施し，工事の進捗状況の確

認や工事工程の修正を行った．屋根施工完了後は，鋼

板の切り屑等が錆の原因となる為，屋根面全体の清掃

を行った． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図3 けらば納まり詳細図 

 
 
 

    

 
 
 
 

図4 総足場断面図 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図5 総足場上の作業 

 
4. おわりに 
 喫煙所屋根の雨漏り修繕工事を災害もなく，予定し

た工期内に施工図通り実施することができた．また，

本実習を取組んだことにより，施工管理で求められる

工事計画の立案や施工図の作成，工程管理，品質管理

および安全管理の手法を習得した． 
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為、ベース金具

タイトフレーム

フレームビス　長さ19mm

ベース金具

鋼板折板（ICキックルーフ520）

下地不陸調整の

セット時+5mm

シーリング付ドリルビス

働き巾@520

（キャッチフレーム）

けらば包み

※ベース金具とビスが重なる場合は、

EPTパッキン(10×10×2000）

現寸による

金具を動かすか、ビス位置を変更のこと

シーリング付ドリルビス　長さ19mm

長さ19mm

アルミアングル　25×25×1.5

既存破風板　150×22

（X方向に5mmの範囲で可動できる仕様）

既存垂木　角パイプ　40×40×3.2

既存破風受け材　40×53

既存母屋

リップ溝形鋼　47.8×17
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単管支柱
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方杖

合板ア）12　２枚重ね

突っ張り単管


